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ArightcostalboneofindeterminatedCheloniidae（ordel‐Testudines;superfamilY
Chelonioidea)，ofwhichmedianlengthofcarapaceisestimatedas40to50cm，is
reportedfromtheYamadanakaTuffBed，theKurosedaniFormatlonoftheYatsuc
Group（Neogene;MiddleMiocene）atlkuridani，YatsuoTown，ToyamaPrefecture
CentralJapan､Thisspecimensuggeststhepossibilityofmorediversifiedcheloniidfauna
oftheEarlyMioceneshallowseaatToyamaPrefecture,otherthanthegenusSy"0"z〃s
hithertoknownfromthisdistrict・
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富山県八尾町井栗谷土川橋下に露出する八尾層群，黒瀬谷累層，山田中凝灰岩層（新第三
紀中新世中期）より採集されたウミガメ科（カメ目；ウミガメ上科)属種未定の右肋板骨(推
定背甲長40cm～50cm)を報告する。本標本の産出は，これまで報告されたSy"0畑zzs属以外に
も，多様なウミガメ科のカメが富山県の中新世中期の浅海帯に生息していた可能性を示唆し
ている。
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平山廉・後藤道治・森作三恵子
はじめに
富山県南部の第三系は，八尾町を中心にして，富山
平野の南縁をほぼ東西方向に帯状に分布している。そ
の第三系からは下部層を除いて多くの動植物化石が産
出するが，特に黒瀬谷累層からは日本の中期中新世熱
帯性貝類化石群の構成種が,200種以上も産出すること
で全国的にもよく知られているb
その中でも，八尾町井栗谷地内を流れる土川に架か
る土川橋下の露頭には，保存のよい貝類化石を多産す
る化石密集層があり，津田禾粒（1960英）をはじめと
する多くの研究によって，貝類化石を中心とした記載
報告がなされてきた。
さらに，金子・後藤（1992）は，この露頭で発見さ
れた化石について図録にまとめた。また，貝類化石と
共に，化石巨大鮫の歯化石，パレオパラドキシアの歯
化石，クジラ類の骨化石などの脊椎動物化石も見つか
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発見の経緯は，平成4年夏に筆者の一人である後藤
が現地地質調査の際に貝類化石を多く含む岩石を採集
し，その中から，平成6年5月に森作がクリーニング
作業を行って骨化石を取り出した。平成8年8月，後
藤が平山にその骨の写真およびレプリカ，実物を送り
同定を依頼した。
化石は，現在，登録番号TSMFo2970が付けら
れ，富山市科学文化センターに保管されている。
産出地点の地質および層準
八尾地域に分布する第三系は，早川・竹村（1987)，
富山県（1992）によると下位より楠原累層･岩稲累層・
医王山累層・黒瀬谷累層・東別所累層に区分されてい
る（図1）。
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図l・八尾地域の地質図富山県（1992）を改編
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化石を組み合わせて精度の高い年代的位置づけが行な
われた。これにしたがえば，今回のウミガメ化石の産
出層準は，尾田（1986）の珪藻化石帯D“"Cz"”SfS
pme/α"〃帯下部，Blow(1969)の浮遊性有孔虫化石帯
N、8中部の16Ma前後と考えられる。
黒瀬谷累層は，層厚800m前後で，主として泥岩・砂
質泥岩から構成されるが，側方への岩相変化が著しく，
榛岩･砂岩が優勢な地域もみられる(坂本・野沢，1960
など)。また，黒瀬谷累層最上部には山田中凝灰岩層が
あり，黒瀬谷累層はこれをもって上位の東別所累層と
区分されている。
山田中凝灰岩層は，主に白色～黄灰色の塊状軽石質
凝灰岩もしくは層理の発達した粗粒凝灰岩からなり，
北陸地域ではその相当層が広範囲に連続性良く分布し：
地層の対比のために良い鍵層になっている。
井栗谷の化石密集層は金子・犬塚（1992）によると
層序的には八尾層群黒瀬谷累層山田中凝灰岩層であ仇
その中でも保存のよい貝化石を多量に含む淘汰の悪い
操岩に相当する（図2）。
黒瀬谷累層の地質年代に関しては，早川・竹村
（1987)，伊藤・早川（1988)，長谷川ほか（1990）な
どにより，浮遊性有孔虫化石，FT年代値，古地磁気
層序の検討がなされ，さらに珪藻化石，石灰質ナンノ
ウミガメ化石の記載
肥虫綱ClassReptilia
カメ目OI-derTestudines
潜頚亜目SuborderCryptodira
ウミガメ上科SuperfamilyChelonioidea
ウミガメ科FamilyCheloniidae
属種未定genetsp,indet（図版I）
材料：TSMFo2970,右第3もしくは第5肋板骨近位
部｡
産地：富山県婦負郡八尾町井栗谷土川橋下の露頭。
産出層準・時代：八尾層群黒瀬谷累層山田中凝灰岩層
新生代新第三紀中新世中期
記述：近位部のおよそ4分の1が残存した背甲右側の
肋板骨である。概して保存良好であるが，周縁部はわ
ずかに磨耗している。背側面（図版1－A）は平滑で
顕著な彫刻などの装飾や隆起は認められない。近位端
は椎板骨の細分化の痕跡を示さない。非常に浅い鱗板
溝があり，椎鱗が2つ(両者の境界は不明瞭)，肋鱗が
一つ認められる。椎鱗はそれぞれ前後方向で側方に突
出している。腹側面近位部の胴肋骨肋頭が上下に著し
く肥厚する点はウミガメ上科のものに一致する（図版
I－B，C)。計測値は前後長45mm，左右幅43＋m､，近
位部での肋頭を含む厚み14mm，また遠位中央部での厚
み5m､,となっている。鱗板の様式からこの肋板骨（通
常は左右8対）は第3もしくは第5肋板骨に該当する
ものと思われる。また，計測値から背甲長約40～50cm
の個体であったと推定される。
肋板骨の肋頭部はスッポン科など通常のカメでは発
達が弱く薄いが，肥厚した肋頭部の特徴から本標本は
海生のウミガメ上科と判断される。ウミガメ上科は本
邦を含む上部白亜系以降の海成層にしばしば産出する
が，新生代には現生のウミガメ科とオサガメ科(Fam
ilyDermochelyidae）の2科のみが知られる。このう
ちオサガメ科は特に新生代のものは肋板骨や鱗板が消
失するなど甲羅の退縮がいちじるしい特異なカメであ
り，本標本には該当しない（Hirayama，1995)。した
がって，本標本はウミガメ科に属すると判断される。
本邦の中新統からはこれまで2種類のウミガメ科が
報告されている。Sy"0""zsaggWjac"sLydekker
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図2．八尾町井栗谷付近の黒瀬谷累層上部の地質柱状図
金子・犬塚（1992）に一部加筆
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（1889）は富山県下新川郡の八尾層群南保黒色シルト
岩層（中新世中期）からこれまで4個体が，また埼玉
県の中新世前期・中期から2個体が報告されている
（Shikama，1956；藤井・森，1964；坂本，1983）ほ
か，群馬県の中新世中期からも数個体が産出している
（橘･妙義団研グループ，1987；高桑，私信)。なお国
内のK"”6“〃gjys”“γ"”αShikama（1956）は明
らかにSy"0"Z"Sのシノニムである（Weems，1974)。
S，α2劃ゆ"“"sは現生のヒラタウミガメMzm加γ‘g‐
力γess"sに近縁で,中新世から鮮新世に欧米や日本など
汎世界的に分布した絶滅種であり，甲羅表面にスッポ
ン科のような虫食い状の彫刻があり，椎鱗が前後に細
長くほぼ長方形で，また肋板骨と椎板骨の背側面に計
3列の竜骨状隆起が前後方向に発達するなどの特化形
質を持つが，いずれも本標本には見られない。したが
って,本標本はこの種には該当しない(Weems,1974；
平山，1992；Hirayama，1995)。
P7℃“〃Ocﾙg"s？s"s“SisShikamaandSuyama
（1976）は山口県須佐町の中部中新統須佐層群前地砂
岩層から報告されたもので，甲羅表面にSy"0加況sの
ような彫刻や隆起がなく平滑であることや椎鱗が側方
に顕著に突出する点は本標本と一致する。本種には欧
米の中新統・鮮新統に産出するP7℃CO肋“"g"s属の特
化形質である椎板骨の細分化（Weems，1974）が見ら
れず，属段階で異なっている可能性があるが，これは
本標本も同様である。ただR？s"Sc"sisと本標本の類
似点はいずれもウミガメ科のごく一般的な特徴あるい
は旧形質に過ぎず，同定根拠として有効とはいえない‐
したがって，本標本の現時点の分類についてはウミガ
メ科属種未定に留めておくのが適当ではないかと思わ
れる。
堆積環境および古環境
井栗谷産貝類化石は，津田（1960英）によると，汽
水域から陸棚下部に見られるさまざまな種類が混在し
た他生群集を形成している。最も産出量・種数が多い
のは，Cﾙﾉα畑ys，S秒〃0"α"αなどに代表される
Pectinid群集を構成するもので，外洋性浅海の砂傑底
（20-30～50-60m以浅）に生息したと推定される群
集である。次に多いのは，
M""/α"α,〃汎”sis,Ca/"0s加加α，G〃96心、〃
cjca，Tγ”ん0"”sjS,Aγc〃"“われj“などの下浅海帯
（100-120～200-250m）あるいは中深海帯（200-
250～400m）に生息したと考えられる群集である。ま
た，産出量は少ないが，Arcid-Potamid群集の主要な
構成種であるし7carya,Cgγ"血〃“は,潮間帯汽水性の
環境を示唆し，同じくCaγ〃"ね，SO"〃“γ6"んなどは
潮間帯から上浅海帯（O～20-30m）を示唆する。
これらの化石組成や堆積相などからは，生息環境が
熱帯から亜熱帯であることや，黒瀬谷累層堆積の末期
になって堆積環境が浅海場から陸棚下部以深の場へと
急激に変化したことが示唆される。つまり，井栗谷の
化石層の本来の堆積場は陸棚下部以深であり，タービ
ダイトないしはストームによって，それより上部の群
集が混入したものと考えられる。このような現象は，
黒瀬谷累層上部では比較的共通して認められる。
さらに，ここからはパレオパラドキシアの小臼歯
（Rz/2”αmJ0”α如加”),鯨類,板鯛類(Caγc"α”α0邦
加ggn/”0"，Caγcﾙαγ〃加況ssp)，頭足類（A加γj〃
加加“"sis)，十脚類(cα”加妙/“α""9〃α,cα"加邦assa
sp)，サンゴ（Dg"〃”ﾉzy"”sp)，コケムシ，ウニ，
有孔虫(のgγc"/伽α“"ゅ/α"α〃/”0"j“，〃jog)秒s"〃
たOmi）などの陸生，海生動物化石を産している。
なお，貝類の生息深度区分については，研究者によ
って異なった名称を使用していることが多いため，こ
こでは，大山（1952）の深度区分によった。
まとめと今後の課題
富山県婦負郡八尾町井栗谷の八尾層群黒瀬谷累層山
田中凝灰岩層（新第三紀中新世中期）より産出したウ
ミガメ化石は，ウミガメ科属種未定の背甲長40～50cln
の個体に相当する右第3もしくは第5肋板骨である。
属以下の分類学的な検討の詳細については，より完全
な追加資料の発見が必要であるが，本標本の発見は富
山県の中新世初期にはこれまで報告されたSy"0脚"s
以外にも，かなり多様なウミガメ科が存在した可能性
を示唆している。ウミガメ科は熱帯性ないし亜熱帯性
気候に適応した変温動物であるので，本標本の産出は
当時の古気候についてこれまで推定されてきた結果と
矛盾しない。なお本標本の産出層準は浅海帯の化石群
集がタービダイトないしはストームにより陸棚下部に
運ばれ，下浅海帯あるいは深海帯上部の化石群集に混
入した産状を示している。保存状態から判断すると，
本標本は上部の浅海帯から運ばれた可能性が高い。
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平山廉・後藤道治・森作三恵子
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TSMFo2970，ウミガメ科属種未定，右第3もしくは第5肋板骨近位部
A：背側面，B：腹側面，C：内側腹側面．縮尺5cm
